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研究成果の概要（和文）：東北タイにおける住民健康増進活動を対象に、地域情報学に関する研究を実施した。▼健康
班：①現地の大学院生・看護師等を対象に、データベース構築法、GISデータ作成法等に関する情報リテラシの講習会
を実施した。②データ項目・属性・記述方法の再検討とデータベースの再構築を進めた。▼分析班：① 地域のヒトや
組織の関わり合いを記述するためにソーシャルネットワーク（SN）の導入を試みた。②Topic Mapsを利用してSNによる
関係の可視化や地域特性の分析等を試みた。▼システム班：①参加型データベースの構築とデータベース構築事例の蓄
積を継続した。②時空間情報処理ツールの構築とデータ分析の事例蓄積を継続した。

研究成果の概要（英文）：This research has developed methodologies of area-informatics using data of health
 promotion activities in Northeast Thailand. During three years' research period, we have achieved the fol
lowing results: Health Data Team (1) held training workshops about information literacy of database constr
uction and GIS data creation for graduate students and nurses  (2) reviewed data items, data attribute and
 data description methods and reconstructed databases. Data Analysis Team (1) introduced social networks (
SN) to describe the relationship of persons and organizations in an area (2) attempted to use Topic Maps t
o visualize and analyze relationships described by SN. System Team (1) continued to construct the particip
atory database (MyDatabase) and collected case examples of databases using MyDatabase (2) also continued t
o construct spatio-temporal tools (HuTime and HuMap) and collected case studies using the tools.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
『地域の知』についての議論が学術会議等

を中心に進められていた［提言「地域の知」
の蓄積と活用に向けて：平成 20 年 7 月 24 日、
日本学術会議地域研究委員会等］。提言では、
我が国が直面する国際的・国内的課題に挑戦
するために『地域の知』の蓄積・整備・活用・
公開の重要性が述べられていたが、具体的な
方策・手法についての言及はなかった。 
一方、京都大学地域研究統合情報センター

では、『地域の知』を「伝承・習慣・技術・
景観等の地域住民の振る舞いを規定する顕
在的・暗黙的な知識であり、関連する資料・
文献および研究成果として得られた発見や
仮説等を含む」と捉え、それを客観的かつ総
合的に分析するために、情報学的手法を地域
研究の一領域に位置づけて「地域情報学」と
定義し、データベースシステムや分析ツール
等の情報基盤の構築を進めていた。 
このような背景から、本研究では、学術会

議の『地域の知』の具体化を目指して、地域
情報学の成果に基づいた研究手法の提案と、
それを支援する情報基盤に必要なツールお
よび機能の明確化と再構築を行った。 
 
２．研究の目的 
地域保健活動を事例として、『地域の知』

を具体化する地域研究的手法の確立をめざ
す。本研究では、①個人の健康データ、自然・
社会環境データ、地域看護活動データ等、健
康に関わる多様な地域研究資料を収集し、②
情報学的手法を駆使して計量化・分析を試み、
③地域の健康像を解明する。つまり健康に関
わる要因の抽出、要因の関連性の分析、さら
に健康状態の将来予測や健康サービスの評
価等を計量的に試みる。 
本研究モデルは地域研究全般に適用可能

であり、①データ収集とデータベース構築に
関する手順の確立、②データの組織化と計量
的分析に関する手法の開発、③情報蓄積と利
活用を支援する情報基盤の設計・構築、が成
果として期待される。これにより、地域を計量
的に「読み・解き・語る」地域情報学的手法の
展開を図る。 
 
３．研究の方法 

タイの住民健康増進活動を対象として、
『地域の知』に関する情報学的な手法研究を
検討した。コンケン大学看護学部との共同研
究および Thai Health Promotion Foundation の
協力のもとに、資料やデータの提供を受けて
研究を進めた。研究代表者のもとに健康班
（資料収集、データ定義、情報リテラシ教育
等を担当）、分析班（Social Network（SN）や
GIS 等を利用した計量的分析を担当）、システ
ム班（情報処理ツール等の開発を担当）の 3 
班体制で研究を推進した。 
研究の初年度は、利用可能な資料やデータ

の内容を調査し、適切なデータベース定義や
分析法等の提案、それらを実現する上で必要

な情報基盤の機能の明確化と基本設計等を
行った。２年目はデータベース構築を開始す
るとともに、GIS や SN 解析等のためのデー
タ構造定義と変換手順の検討、既存ツールを
ベースとした情報基盤の機能拡張と実装を
開始した。最終年度は、データベースに蓄積
されたデータを情報基盤に適用し、『地域の
知』の分析を試みた。研究期間を通じ、現地
の大学院生・看護師等を対象に、データベー
ス構築法、GIS データ作成法等に関する情報
リテラシの講習会を実施した。 
 
４．研究成果 
①データ収集とデータベース構築に関する
手順の確立： 
コンケン大学看護学部および Thai Health 
Promotion Foundation が中心となりタイ全国
を対象として調査を継続している RECAP
デ ー タ （ Rapid Ethnographic Community 
Assessment Programs：Social Capital を目指
した民族誌的データ）および TCNAP デー
タ（Thailand Community Network Appraisal 
Program：個人、家族、コミュニティに関す
る公衆衛生的データ）の活動に参画し、デ
ータベース設計とデータベース化を進めた。
さらに東南アジアを中心とした地図データ
ベースおよび地名データベースの試作も行
った。 

②データの組織化と計量的分析に関する手
法の開発： 

・RECAPデータ：民族誌的資料であるRECAP
データには、地域住民や組織等に関する事
項が詳細に記述されている。しかしテキス
トデータであるため、そのままではコンピ
ュータによる比較・分析は困難であった。
そこで本研究では、計量化が比較的容易で
ある Social Network（地域住民間等の関連を
記述・可視化する手法）に注目して分析を
試みた。具体的には、地域住民や組織等の
繋がりに関する記述を RECAP データから
手作業で抽出し、それを Topic Maps の手法
を利用してデータベース化した。計量的分
析の試みとして、各ノードに繋がる関連の
種類・数・パターンに注目した地域リーダ
の同定と分類や（図 1）、地域内に存在する 

図1．Topic Mapsによる地域の繋がりの可視化 
 
関連の種類と数に注目した関連構造のパタ
ーンによる地域の分類等を試みた（図 2）。 



図2．関連のパターンに注目した地域分類の試み 
 

・TCNAP データ：公衆衛生的資料である
TCNAP データには、家族の構成・所得・疾
病・職業および周辺コミュニティとの関係
等に関する情報が計量化しやすい形式で記
述されている。しかし対象の位置情報が付
与されていなかったため、疫学的データと
しての有効利用は困難であった。そこで、
GPS カメラを利用した位置情報の収集法を
提案するともに、画像データから位置情報
を抽出するプログラムを提供した。これを
利用して、TCNAP データに家屋の位置情報
を追加した。この空間データを GIS ツール
に適用し、疾病世帯や老人世帯の地理分布
特性等の分析を試みた（図 3）。 

図 3．GIS を利用した疾病分布等の可視化例 
 
東北タイを中心に、全国の約 3000Tambon
（タンボン：タイの地方自治体組織の一つ。
アムプー（郡）の下位、ムーバーン（村）
の上位組織で法人格を有する。RECAP およ
び TCNAP データは Tambon レベルにおけ
る調査結果である）からデータを収集した。
しかしデータベースシステムについては、
データ構造上の問題が明らかになり、再構
築する必要に迫られ、研究期間内に完成し
なかった。そのため、計量化・統合・分析
の手法については一定の進展を得たものの、
分析は東北タイの一部地域に対する試行に
とどまっている。 

③情報蓄積と利活用を支援する情報基盤の
設計・構築： 
本研究における『地域の知』の共有・利活
用を具体化するための情報処理ツールの研
究と開発を進めた。 

・データベース構築支援機能（Ｍｙデータベ
ース）：Ｍｙデータベースは研究者個人がデ
ータベースを構築するための支援機能であ

る。幾つかの条件を満たした CSV ファイル
あるいは XML ファイルと画像等のデータ
さえ用意できれば、Web 画面を利用した簡
単な操作だけでデータベースを作成・公開
できる（図 4）。個別データベースを集積す
る情報基盤の入り口にあたる機能であり、
これにより参加型データベースを実現して
いる。Ｍｙデータベースは既に利用可能と
なっている。京都大学地域研究統合情報セ
ンターの最近のデータベースは、全てＭｙ
データベースにより構築されている。 

図4．Ｍｙデータベースによるデータベース構築手順 
 
・REST 型 API：Ｍｙデータベースは簡単な
操作でデータベースを作成できるようにし
ている反面、ユーザインタフェースや検索
については基本的な機能しか提供できず、
研究者の多様な利用ニーズに応えることが
できない。この短所を補うために、Ｍｙデ
ータベースでは REST 型の API を Web サ
ービスとして公開している。JavaScript 等
のプログラム言語から API を利用すること
で、利用目的に適した応用プログラムの作
成が容易となっている。REST 型 API も既
に利用可能となっている。 

・資源共有化システム：資源共有化システム
は、インターネット上に分散しているデー
タベースの統合検索を実現するための情報
システムである。本研究ではＭｙデータベ
ースとの連携を中心に研究・開発を進めた。
本報告書作成段階で、京都大学地域研究統
合情報センター（17）、同東南アジア研究所
（2）、国立民族学博物館（12）、総合地球環
境学研究所（5）、北海道大学スラブ・ユー
ラシア研究センター(1)の合計 37 個データ
ベースを統合している（図 5）。多言語検索
機能についても試行サービスを行っている
（地域研究統合情報センター内限定）。 

図 5．資源共有化システム 



・時空間情報処理ツール：時空間情報の処理
は、地域研究資料を分析する上で不可欠な
機能である。そのため本研究では、空間情
報処理ツール（HuMap）と時間情報処理ツ
ール（HuTime）の開発を継続した。HuMap 
は水域・境界線・患者分布等の多様な空間
データを可視化・統合・分析できる。また
時間処理機能も持っており、対象物の移動
や境界線の変遷等の可視化も可能である
（図 2 と 3）。HuTime は暦・年表等の時間
データを処理する新しいツールである。
HuMap と同様にスケールの異なる時間デ
ータを時間領域で可視化・統合・分析でき
る（図 6）。本研究では分析機能の強化と
HuMap と HuTime の時空間連携機能を中心
に研究・開発を進めた。これらのツールは
ホームページより公開されている。 

図 6．HuTime の画像例 
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